
 

 

 

 

 

 

い
つ
も
の
日
常
生
活
か
ら
一
変
。 

職
員
は
季
節
外
れ
の
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ

を
着
て
秋
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し

た
。
今
ま
で
、
夏
祭
り
に
着
て
い
た

ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
で
す
が
、
今
年
も
夏

祭
り
が
中
止
に
な
り
、
着
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
１
年
に
１

回
は
箱
か
ら
出
し
〝
外
の
空
気
に

当
て
な
け
れ
ば
〟
と
思
い
、
秋
ま

つ
り
に
は
似
合
い
ま
せ
ん
が
、
ア
ロ

ハ
シ
ャ
ツ
を
着
ま
し
た
。
鮮
や
か
な

色
の
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
は
、
自
然
と
ご

入
居
者
と
職
員
の
気
持
ち
を
明

る
く
し
て
く
れ
た
よ
う
な
感
じ
が

し
ま
し
た
。 

綿
あ
め
の
ザ
ラ
メ
の
香
り
と
、
甘

さ
に
、
皆
さ
ん
の
心
も
ほ
こ
ろ
び
、

焼
き
た
て
の
、
あ
ん
こ
入
り
の
た
い

焼
き
も
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

短
い
時
間
で
し
た
が
、
日
常
生
活

か
ら
離
れ
、
気
分
転
換
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
来
年
は
、
盛
大
に

夏
お
祭
り
を
開
催
で
き
た
ら
良
い

で
す
ね
。 

１
２
月
は
、
も
ち
つ
き
大
会
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
も
、
良

い
年
を
迎
え
る
事
が
で
き
る
よ
う

に
、
皆
で
お
供
え
餅
を
つ
く
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

真剣な眼差しで、射的をしています。

射的コルクのとても良い音が、施設

の中に響いていました。 

 

わた菓子機がアクイールにやってきまし

た。相談員が、わた菓子屋さんです。 

綿あめを手に持ち、じっと眺めている方

や、少しずつ千切りながら口に入れている

方など様々な様子が伺えました。綿あめ

は、口の中であっという間に溶けてなくな

ってしまいましたが、しばらくの間、ジワ

ーッと甘い味覚が口の中に残り、幸せな気

持ちが続きました。 

「わたしは、赤の

ヨーヨーがいい」

「青のヨーヨーが

いい」と狙いを定

め、職員と共同作

業でつり上げまし

た。現代のヨーヨ

ーは昔と違って模

様も多様にあり、

色鮮やかです。 

「今、この時を写真に

収めて‼」とご本人さん

から要望の shot です。 

我孫子の産業まつりで大好評だった  

たい焼きがアクイールにやってきました。 

管理栄養士が、たい焼き屋さんです。焼き

上がりを今か今かと、みなさん待ち遠しい

様子でした。 

あんこたっぷりのたい焼き・・ 

美味しかったですね。 
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2008 年厚生労働省は、“介護について理解と認識を深め、介護従事者、介護サービス利用

者及び介護家族を支援するとともに、利用者、家族、介護従事

者、それらを取り巻く地域社会における支え合いや交流を促

進する観点から、高齢者や障害者等に対する介護に関し、国民

への啓発を重点的に実施するための日”として、「11 月 11 日」

を「介護の日」と決めました。 

「いい日、いい日、毎日、あったか介護ありがとう」を念頭に、

「いい日、いい日」にかけた覚えやすく、親しみやすい語呂合

わせとしたそうです。 

今年もあっという間に 11 月になってしまいました。9 日から

ディズニーリゾートもクリスマス仕様で、お客様をお出迎え。ということで、アクイールも

玄関ロビーにクリスマスツリーを飾りました。 

 

 

多床室（わおん）では、毎月、

「職員の私生活」について

お題を出し職員に答えても

らっています。今月のお題は

「わたしの生まれ故郷」 

ご入居者の方だけでなく、職

員も仕事の合間に足を止め、

掲示板を読むのを楽しみに

しています。 

次回はどんなお題が出るの

でしょうか。 

 

多床室（わおん）職員の齋藤 愛

子さんが１０月４日 第４子と

なる元気な男の子を出産しまし

た。 

愛
まな

翔
と

 くん １ヵ月 

お姉ちゃんお兄ちゃんに囲まれ

て すくすくと育っています。 

インフルエンザワク

チン接種を行いまし

た。これから、流行の

季節に入りますが、ど

うか皆さん元気にこ

の冬を乗り越えまし

ょう。 

野球だけでなく、人

柄も評価された大谷

選手。世界中が原因

不明の感染症の恐怖

が拡がる中、大谷選

手の偉業が速報され

る度に、日本だけで

なく世界中に活気 

を取り戻してくれた大谷翔平選手に 

       感謝‼です。 

相談員がご入居者の耳元に携帯電

話をあて、ご面会のお手伝いをして

います。表情をみながら会話すると

気持ちが通じ会うような感じが致

します。「元気な声を聴く事が出来

て良かった」と喜ばれていらっしゃ

いました。 

おめでたい ＮＥＷＳです 

１１月１１日は 介護の日 

窓越し面会実施中

大谷翔平選手 

“満票”で最高栄誉 

ＭＶＰ獲得 


